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PatBase 収録状況

• 特許発行機関： 世界100超の機関から収録

US、WO、EPO、中国、ドイツ、インド、日本、韓国、台湾、タイの特許庁を

含む多くの情報源からデータを入手

• 書誌データ： 120百万以上（約62百万以上のファミリー）を収録

• 全文テキスト： 83カ国を収録

• 代表図： 6600万以上、 全図：5700万以上を収録

• 引用の参照： 8270万以上の特許（うち2150万は非特許）

• 検索可能な機械英訳を収録（非英語圏の文献対象）
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PatBaseの構成

PatBaseは発明を単位としたパテント・ファミリーで構成しています

INPADOC拡張パテントファミリーと同じ方式です。
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PatBaseの構成

Patbaseは発明を単位としたパテント・ファミリーで構成しています

代表番号：Master PatentNo.
PatBaseが最初に入手した英文
抄録をもつもの
（※但しUS,WO,EPが優先）
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ラテン語と非ラテン語の混在検索と機械英訳の収録

• ラテン語と非ラテン語の混在検索が可能

非ラテン検索対象：日本語、中国語、

韓国語、タイ語、ロシア語

• 検索可能な機械英訳を収録

（非英語圏の文献対象）

6

⇒原語、機械英訳を対象にした漏れが少ない

検索が可能



２.ワードの扱い

◆ラテン文字： 単語単位検索
・wild card * （前方一致、後方一致）
・語幹によるステミング # または ~

・appl* : apple, apples, apply, appliance, applicable, applicant etc.
・apply# : apply, applying, applies, applied etc.

ほかに、 ?  !  __ 等のtruncationあり

◆非ラテン文字： 文字単位・部分一致検索
日本語、中国語（簡体・繁体）、韓国語、タイ語、ロシア語

検索式内に混在して一括検索可能
（例） TAC=(computer or calculator or PC or microcomputer or 计算机 or 电脑 or 电脳

or 微机 or コンピュータ or 計算機 or パソコン or 컴퓨터)

（入力は簡体・繁体どちらでもよい。计算机または計算機はどちらか一方でも結果は同じ）
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２.ワードの扱い

◆カタカナの扱い

• カタカナ： 連続したカタカナ部分を一単語とみなす
• ログ、ブログ、プログラム、ホログラム、ホログラフィ、ログオン、ログイン、ログハウス、キログラム は異な

る単語として区別される

• ワイルドカード * 使用可能 （後方一致の場合は3文字以上必要）
「ログ」 : ログのみがヒット

「ログ*」 : ログ、ログイン、ログオン、ログハウス等がヒット

「*ログラ*」 : プログラム、ホログラム、ホログラフィ、キログラム等がヒット

• 3文字以上+長音「ー」は、長音有無同一と判断： （例） レーザとレーザー

• 大小は区別しない： （例） フィルムとフイルム、キャッチとキヤツチ、ファンとフアン

• 近傍検索時： 連続したカタカナ部分を１文字分とみなす
（例） 機器 に パスワード を 入 力 し て ログイン する → 機器 WF8 ログイン でヒット

0     1   2          3   4    5   6   7     8 距離8 （語間7文字）
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２.ワードの扱い
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◆近傍検索、パラグラフ内検索

• Wn : 距離n以内に出現・順不問 （例） golf W5 glove

• WFn : 距離n以内に出現・順指定 （例） 録画 WF5 予約

• WP : 同一パラグラフ内に出現 （例） 運転 WP ブレーキ

• (space) : 隣接してこの順に出現 （例） mobile phone

• __(underscore) ： （例） mobile_phone は次のいずれもヒット

mobile phone, mobile-phone, mobilephone

（注）n ：ラテン文字は単語単位、非ラテン文字は文字単位でカウント

カタカナの場合、連続したカタカナ部分を１文字とみなす

句読点やスペースはカウントしない
参考： 演算子やコマンドは大文字小文字いずれでもよい



3.分類の扱い
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特許分類(IPC, CPC, UC, GC, FI, Fターム)については、階層検索となります

検索例 IC=F01B25 IC=F01B25/02* IC=F01B25/02

検索範囲
グループを指定した場合は下位の
サブグループを全て含めた検索

サブグループでは*を付けて検索する
ことにより、下位階層を含めた検索

完全一致

検索対象
分類



3.分類の扱い
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検索例 IC=F01B25/02* IC=F01B25/1*

検索対象
分類

サブグループの指定がきちんとできている
⇓

下位階層を含めた検索

サブグループの指定が誤っている
⇓

前方一致検索

IC=F01B25/1* のように分類コードが存在しないコードを指定した場合F01B25/1で始まる前方一致検索となります。



4.クエリービルダとコマンド検索
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PatBase初心者におすすめ
◆クエリービルダ



4.クエリービルダとコマンド検索
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◆クエリービルダ

生死検索可能
・すべて含める場合は Any status を選択
・ファミリー検索の場合：

Alive: ファミリーのうちどれかが生きている
Dead: ファミリーすべてが死んでいる

・同一公報内検索（SPUB）の場合：
公報ごとに生死検索

同一公報内検索（SPUB）
チェックしなければファミリー検索

OR優先

検索キーごとの件数がわかる

検索実行前に件数がわかる

フィールド追加可能



4.クエリービルダとコマンド検索
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◆クエリービルダ
検索実行 → コマンド形式に変換して検索 → 検索履歴に表示

クエリービルダでの検索に慣れてきましたら、

より自由に検索式を構築できるコマンド検索への移行をおすすめします。

他のツールでコマンドに慣れている方は、最初からコマンド検索をおすすめします。



4.クエリービルダとコマンド検索
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◆コマンド検索：入力例



4.クエリービルダとコマンド検索
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◆コマンド検索：入力例

• 演算順序： ＯＲが優先、ＡＮＤが後

→ 式10は式9と等価。式10のように、ＯＲの範囲を (   ) で括って明示したほうが間違いにくい。

(JCI=(A61B3/10/100) OR CPC=(A61B3/102)) のように記述することをおすすめします。

• 式11は、式10からSPUBを外した式、すなわち、ファミリー検索

（注） 生死検索 ALIVE=(YES) も外しています

クエリビルダで作成した式

式9と等価。 (   )で優先順位をわかりやすくした式



4.クエリービルダとコマンド検索
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◆検索履歴の編集
・編集モード

・シンプル編集モード

外部のテキストエディタで作成・編

集した検索式をそのまま貼り付ける

こともできる



4.クエリービルダとコマンド検索
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◆主なコマンド/演算子の例 （詳しくはクイックガイドやマニュアルを参照願います）
• 演算子： AND, OR, NOT

• 分 類： CPC, IC(IPC), JCI(FI), JCT(F-Term), UC (*付加で階層検索)

• テキスト： AB, CL, FT, TI, TA, TAC, FIRSTCL, INDCL

( “    “, *,   ?,   !,   #または~, (Underscore),  (Space))

(Wn, WFn, WP, NEAR)

• 日付： AD, PD, PRD, EAD, EPR (=, >, <, <=, >=, :)

• 名前： PA, INV

• 番号： AP, PN, PR

• 国指定: CC=(JP or KR), ADCN, PDEP, TACUS, FTWO

• 同一公報内（公報単位）検索： SPUB=( 通常の検索式全体を括弧でくくる )

• ALIVE, DEAD, CTB, CTF等、他にも多数のコマンドあり

参考： 演算子やコマンドは大文字小文字いずれでもよい 色付きのものを覚えておけば

大半の調査はこなせます



5.ファミリー検索と同一公報内検索
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公報のフルハイライトは全ての検索にマッチ
(キーワード, 種別コード及びステータス)

公報レベル検索の結果をハイライト

SPUB: Same Publication 同一公報 結果はファミリー数

PatBaseでは…
キーワードのみに限らず指定国や日付など全ての
フィールド条件を含めた同一公報検索が可能

検索指定方法：
各検索フィールド内の【同一公報内を検索】にチェック
コマンド行からはSPUB=()で検索

検索結果数・レコードはファミリー単位で
表示されますが

公報単位検索も可能です！

精度の高い公報検索と効率的な串刺し検索が両立
ファミリー検索公報検索



5.ファミリー検索と同一公報内検索
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式32: SPUB: 全検索キー（andする各項）が同一公報内で揃っている件がヒット

その公報が含まれるファミリー数が件数として表示される

式31: SPUB無し： 全検索キー（andする各項）が、ファミリー内で揃っている件がヒット

通常はSPUB使用時より多くなる
（たとえば、JPに「解像度」がなくてもUSに「resolution」があればファミリーとしてヒット）

◆ファミリー検索と同一公報内検索(SPUB)の違い



5.ファミリー検索と同一公報内検索
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◆フルハイライトとグラデーションハイライト
・SPUB： 同一公報内で検索式を満たす件が

・ファミリー検索: 

・同一公報内で検索式を満たすものがあれば該当件が

・ファミリー内で検索式を満たす場合 グラデーションハイライト

フルハイライト

フルハイライト

ALIVE DEAD

グラデーションハイライトの例フルハイライトの例



クラシック表示形式におけるグラデーションハイライトの例
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6.検索の検証
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検索の検証を行なうことができる

→ どの検索キーが何件存在していてそのうち何件がヒットしたか

検索式の間違いや不備に気付くことがある

◆実行直後の検索式の場合



6.検索の検証
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◆履歴中にある検索式の場合
• 検証したい式の履歴表示のオプション 『さらに…』をクリック

→ 他のオプション から 『検索を検証する』をクリック



6.検索の検証
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◆検索結果の例 検索式の間違いや不備に気付くことがある



コマンド記述時の注意事項
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どちらかで選択

◆表示と検索オプションの設定



コマンド記述時の注意事項
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◆表示と検索オプションの設定

デフォルト設定を TAC とした
場合を例にして説明します

チェックを推奨チェックを推奨



コマンド記述時の注意事項
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◆コマンド検索式と検索結果の例1

１ FT=(解像度 or resolution) 1,296,876

2 FT=解像度 or FT=resolution 1,296,876

3 FT=解像度 or resolution 631,969

4 FT=解像度 or TAC=resolution 631,969

FT=( )

式1のように括弧でくくる

習慣付けをおすすめします

式3は式4と解釈 （コマンドのついていない項はデフォルト設定されたTACと判断される）

検索の検証で、意図していない検

索になっていることがわかる



コマンド記述時の注意事項

29

◆コマンド検索式と検索結果の例2

１ JCT=(4C316/AA09* and 4C316/AB04) 493

２ JCT=4C316/AA09* and JCT=4C316/AB04 493

3 JCT=4C316/AA09* and 4C316/AB04 0

4 JCT=4C316/AA09* and TAC=4C316/AB04 0

式3は式4と解釈 （コマンドのついていない項はデフォルト設定されたTACと判断される）

JCT=( )

式1のように括弧でくくる

習慣付けをおすすめします

3

検索の検証で、意図していない検

索になっていることがわかる
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7．表示



表示
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・一覧表示（View）

・閲覧（Browse)
表示形式選択可能

・ヒット分析（Hit) 全文ヒット表示に特化



一覧表示
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一覧表示(View)

機能 ファミリー(レコード)をスクロール表示

適する用途 ファミリー(発明)単位のスクリーニング

その他

表示形式、ソート順を表示画面から変更することが可能

全文ウィンドウをファミリー毎に毎回開閉要

コマンドの活用で柔軟な操作が可能

マルチウィンドウにより、レコード表示と全文、
引用文献、ステータス表示を連動可能

検索結果の一次スクリーニングに最適



閲覧
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閲覧(Browse)

機能 ファミリーをページ表示

適する用途 レコードを対応特許を中心に詳細調査

その他

表示形式、ソート順を表示画面から変更することが可能

全文はリストから選択可能

コマンドの活用で柔軟な操作が可能

マルチウィンドウにより、レコード表示と全文、
引用文献、ステータス表示を連動可能

公報内容の詳細チェックに最適



ヒット分析
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閲覧(Browse)

機能 キーワード検索結果を関連順に全文表示

適する用途 キーワード検索結果の詳細調査

その他

キーワードのヒット分布をセクション毎にハイライト表示

リストからヒットした公報を選択可能

国、公報、セクションフィルタ

マルチウィンドウにより、
引用文献、ステータス表示を連動可能

キーワード検索結果の詳細チェックに最適



形式 説明

クラシック 代表図、抄録、ファミリー情報、書誌情報など標準仕様

フル 末尾に抄録と代表図を表示するレコード全体表示

書誌
ファミリー情報、書誌のみチェック。
代表図がないので高速

スキャン ショートフォーマット（タイトル、抄録、出願人）

カスタム
ユーザー設定の独自形式
「検索と表示オプション」から設定可能

イメージ タイトル、抄録、出願人とモザイク形式イメージ

表示形式
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レイアウト(クラシック表示)
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分類

優先権番号

代表図

出願人・発明者

パテントファミリー

抄録

全図画面へのリンク

公報PDFへのリンク

検索でヒットした各ファミリーのリスト
（代表公報番号で表示）

ファミリーに収録する各公報の
全文テキストビューへ

←一覧表示
↓閲覧



引用文献 ファミリーの引用・被引用文献を表示

翻訳

全文テキスト

類似特許

ステータス

タイトル、抄録、クレーム等に基づいて類似特許を検索

テキストの機械翻訳をおこないます

新しいポップアップウィンドウにフルテキストを表示

各国の審査経過情報等法的状況をまとめて表示

ファミリーバー

Insight 個々の特許ファミリの概要を素早く見ることが可能
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検索キーワードを表記

キーワードがヒットした回数
や箇所を表示

ファミリーに含まれる各公報のリスト
()の数字はキーワードのヒット数

新しくハイライトを設定することも可能

ヒット分析(全文テキスト)
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ヒット分析(全文テキスト)
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CN,JPなど非ラテン公報にも対応

スマートクレーム
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8．その他機能



リーガルステータス(法的状況)

リーガルステータスの表記は目安としてご利用頂き、正確な
情報は各国の包袋や代理人などの有資格者による確認を
行うよう、ご留意ください.
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法的状況の情報源

INPADOC (EPO Database) PatBase 書誌

40超の特許発行機関からのPre & post grant イベント
週次更新

105特許発行機関の公報データ

USPTO 日本特許庁 (JPTO)

1900年代以降、日次更新 2015年以降、日次更新

German Patent Office (DPMA) France  Patent Office (INPI)

2018年5月以降 (D1は1998年5月以降)、週次更新 2018年10月以降 週次更新

China Patent Office (CNIPA) Spain Patent Office (OEPM)

2019年1月以降、週2回更新 2020年1月以降、月次更新

Korean Patent Office (KIPO) Brazilian Patent Office (INPI-BR)

2022年3月以降 週次更新 2022年3月以降 週次更新
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リーガルステータス【タイムライン表示】
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独自のイベントグループ
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イベントグループ イベント（英文） イベント（和文）

LSPB Published/ Reissued 公報発行/再発行
LSGT Granted/ Extensions (SPC, CPC, PTE) 登録/延長（SPC, CPC, PTE) 
LSAL AppealAppeal Appeal Appeal アピール、上告、審判
LSRX Reexamination 再審査

LSWD
Withdrawn / Abandoned / Cancelled / Surrendered / 
Suspended / Terminated / Void

取下げ/放棄/取消/一時停止/終了/無効

LSDW
Deemed Withdrawn / Deemed Abandoned / Deemed 
Cancelled

見なし取下げ/見なし放棄/見なし取消

LSOP Opposition / Request for revocation, annulment 異議申立の提出/取消請求

LSRE
Restored / Reinstated / Amended / Partially Amended / 
Correction

回復/補正/一部補正

LSNE Non-Entry into National Phase 国内段階への移行なし

LSRV Revoked / Rejected / Annulled / Invalid / Dismissed / Refused 取消/拒絶/無効

LSLE Lapsed / Expired / Ceased / Dead 失効/期間満了/終了/完全な終了

LSFE Renewal Fees 更新手数料納付

LSAP Applied 出願

LSLI License ライセンス

LSES Examined / Search Report / Supplementary Search Report 審査済/サーチレポート/追加サーチレポート

LSNP National Phase Entry 国内段階への移行

LSAS Reassignment / Change of Name / Mortgage / Merger 再譲渡/名前の変更/担保/合併

PEXP Calculated Patent Term Expiry 計算された特許有効期限

PD20 Assumed Expiry 想定失効

イベントコード（INPADOC-LS,NPO,PatBase)を「イベントグループ」にグルーピングし

閲覧性を高め検索を容易にしました

例：
CN - GR01   授权
JP  - A01      特許査定書
US - PAT1   Patented Case 
登録・延長に関連するイベントコードに

⇓
LSGT

のイベントグループを付与

＊イベントグループが付与されていない
イベントコードもあります。

＊イベントコードが無くても、公報種別
に基づきPatBaseが独自にイベントグ
ループを付与することもあります。



リーガルステータス【テーブル表示】

ソース(情報源)
INPADOC
INPADOC-LS

NPO
National Patent Office

PatBase
PatBase入手書誌情報により判断

イベント日付
法的イベントが公知になった日付

イベントコード
法的イベント(Legal Event)を示すコード
情報源により異なる
INPADOC-LSのPRSコード
NPOのコード

イベント詳細
Effective date
法的イベントが発効した日付

イベントグループ
イベントコード（INPADOC-LS,NPO,PatBase)を
グルーピングし閲覧性を高め検索を容易にしました

テーブルの各行が
法的イベントを示す

PatBaseのイベントには
コードはありません
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リーガルステータス【テーブル表示】
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各特許庁の原簿サイト
へのリンク付

データ収録元

複数ソースが重複することも有り

国やイベントでフィルタリングが可能



特許有効期限の表示

特許有効期限の計算機能
各国の特許種別

SPC、PTE、PTAを考慮

EP全移行国で死

EPの生死マーカー =死

※出願から20年経過後、

PatBaseではDEAD判定となる

法的事象が発生しない限り

特許権の存続期間の延長を考慮

し出願日から25年6ヶ月は

ALIVEとしております。
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リーガルステータス【訴訟情報】
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PatBaseファミリーテーブル内で訴訟情報が利用可能な公報の横にある'
訴訟'アイコン（天秤マーク）をクリックすると、訴訟情報に直接リンクします.

訴訟情報には、出願日、訴訟名、訴訟番号、裁判所、ステータスが表示されます.

訴訟情報がある公報をファミリーにはファミリーバー
のステータスの横に訴訟アイコンがあります。



引用・被引用文献の確認
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引用エクスプローラーは大量の特許引用

を調べる作業を容易にします



引用・被引用文献の確認
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CTB: backward,  CTF: forward,  他、クイックガイドやマニュアルを参考にしてください（ここでは省略）

式12の集合のbackward citationで、サーチレポートでXを含む件

(  )内 3公報のbackward citation

式12の集合のbackward citation

◆コマンドを用いて検索集合の引用・被引用を検索することが可能です



プライベートフォルダ

共有フォルダ

レコード(結果集合)

エクスポート

Word,MHT
PDF
Excel
CSV

・恒久的に保存
・レコード(ファミリー）数は変化しない

印刷フォルダの公開

スクリーニング

エンドユーザー

検索結果の公開

Word,MHT
PDF
Excel
CSV

エクスポート

検索履歴

Excel

エクスポート 印刷

フォルダ

検索履歴・結果は様々な方法で出力やエンドユーザーと共有できます

共有
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出力
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Excel(公報モード)

Excel(ファミリーモード)

CSV

PDF

Word

HTML

検索結果は様々な形式で出力が可能です！



出力
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Step1:出力形式
と出力件数を設定

Step2:出力フィールドの選択

Step3:オプション選択

Step4:出力設定の最終確認
テンプレート保存設定
出力実行



出力
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◎エクスポートで選択した形式はテンプレートとして保存し
次回以降利用することが可能です。

◎PatBaseのアドミニ権限者はエクスポートテンプレートを同じ
PatBaseアカウントの別のユーザーと共有できます。



分析機能
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分析機能
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分析機能
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※様々なグラフ、チャートで分析結果を確認できます



Thank You

PatBase®基礎編

2022年12月版

無断転載および複製を禁じます。
著作権は株式会社RWSグループに帰属します。


